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研究成果の概要（和文）： 

近世の遊女屋の経営史料として稀有な史料である「島田屋文書」の翻刻を完成させた。また、

同文書そのほかにより、近世の遊女の供給源が数カ国にまたがるような広域的なものであった

ことを明らかにした。また、近世においては、買春は、単身赴任の武士をはじめ、港町や宿場

町など非日常的な機会であったのに対し、近代に入って 1910～20 年代になると大都市を中心に

買春が大衆化し、日常的なものになることを、「遊客名簿」の分析によって明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The decipherment of the brothel Shimada-ya’s documents has been achieved. By the 
analysis of these documents, it is made clear that the supply with prostitutes was 
supported by a social system of a large region over some countries. And according to the  
customers’ lists of brothels, for common men in Edo era it had been mostly special 
occasions like traveling or visiting temples to pay for prostitution, but the commercial 
sexual exploitation have become common in their ordinary lives around 1910-20s. 
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１．研究開始当初の背景 
 

これまでの遊郭史研究は、女性史研究とし
て大きな成果をあげてきたにもかかわらず、
遊女屋そのものの経営史料が殆ど存在しな
いという点で、①遊女＝娼妓そのものの売
春・生活の実態が史料的に十分解明されてい
ないこと、②買春をする男性遊客の実態が史
料発掘をはじめ全く明らかになっていない
という大きな欠陥をもっていた。 
 
２．研究の目的 
 

(1)本研究は、京都橘大学所蔵の信濃善光寺
門前権堂遊郭の水茶屋の経営文書である
「島田屋文書」を中心素材とし、その整
理・公開作業、分析をおこなうことによっ
て、近世～近代の遊郭における、遊郭経
営・遊女・男性遊客の実態を明らかにする
ことを第一の目的とする。また、島田屋の
遊女＝娼妓の出身地として、信濃・越後・
越中・上野・下野・甲斐・江戸などの広域
的な流動性についても調査、検証をおこな
う。 

 

(2)特に本研究の第二の眼目である男性遊客
の問題については、全国的に「遊客名簿」
などの史料発掘に取り組む。 

 

(3)これらの成果をもとに、遊郭をふくむ社
会のあり方（村落社会史・都市社会史・
家族史・宗教社会史・出版文化史など）
の構造的分析についての見通しを示し、
また比較史的考察にも取り組む。 

 
３．研究の方法 
 
(1)すでにこれまでの準備段階で行ってきた、
上記「島田屋文書」の整理作業をさらにす
すめ、その近世部分についての翻刻作業を
行い、その成果をひきつづき、『京都橘大
学大学院研究論集』に掲載する。 

 
(2)「島田屋文書」の関連資料の調査をおこ
なう。島田屋の所在する善光寺門前権堂村
の名主永井家の史料、善光寺大勧進代官今
井家の史料について長野市立公文書館・長
野県立歴史館などの調査をおこなう。また、
近隣宿場で遊郭の所在が確認される、坂城
宿・戸倉宿・飯田宿など、信濃国内の調査
もおこなう。あわせて越後・上野・下野な
ど島田屋の遊女の出身地についても、広く
調査をおこなう。 

 

(3)他地域の遊郭の関連調査、特に「遊客名
簿」についての調査をおこなう。 
 
(4)研究・調査体制としては、近世分野を研
究代表者でもある横田が、近代分野を研究
分担者の高久が担当し、全体を横田が総括
するものとする。研究協力者（調査補助員）
として、京都橘大学大学院の在籍院生や大
学院修了者を雇用し、「島田屋文書」の史
料整理・翻刻作業をはじめ、その他各地の
史料調査補助業務を担当させる。 
 
４．研究成果 
 
(1)「島田屋文書」の翻刻については、近世
部分についてこれを完成させることがで
きた。近代部分についても目録を完成させ
ている。 
  これらについての分析を進めたので、そ
の成果を引き続き公表する予定である。近
世については、200 点近い飯盛女奉公人証
文の分析のほか、遊女屋経営史料としての
勘定帳を発見し、遊女一人づつについての
経費状況を明らかにすることができ、借金
が累積していく様子が克明に明らかとな
った。なおこの史料によれば、飯盛女の衣
装や下着などについても具体的に明らか
となった。近代については、遊女一人づつ
についての、経費勘定帳のほか、遊客名簿
を確認し、分析をおこなった。 
 
(2)「島田屋」の遊女 100 余人について、そ
の出身地域をあきらかにしたところ、実に
6 割以上が越後で、信濃国内は 2 割にすぎ
なかった。 
このことをふまえて、直接関連した地域
史料調査として長野県・新潟県・福島県を
調査し、越後国直江津今町遊郭・同高田城
下町の調査では大きな成果を上げること
ができた。また、越後からは信濃のみなら
ず、上野・下野・出羽などへも遊女が供給
されており、また相互の地域間流動性も認
められた。また遊女屋経営者の出自や特質
についての分析を行った結果、そこには、
「島田屋」の経営者が博徒であったことな
ど、こうしたアウトロー的存在の広域的な
活動が遊女供給の背景にあったと考えら
れた。 

 
(3)長野善光寺門前における大勧進今井家文
書、権堂村名主永井家文書の調査、および
また、関連史料として権堂村名主永井家文
書の散逸部分（約 200 点）を発見しこれを
収集し、整理した。その中には権堂遊郭に
おける未知の遊女屋仲間の規定などもふ
くまれている。これらによって、善光寺門



前地域における遊郭の社会的構造分析が
可能になった。 

 
(4)そのほか今回の遊郭研究において、多く
の史料に恵まれ分析を行うことのできた
特色のある遊郭として、長崎丸山異人遊郭
をあげることができる。ここでは遊郭のあ
った寄合町ほかの史料を調査することに
よって、「鎖国」下の異人遊郭における異
国人相手の遊女と混血児の問題について
考察した。ここでは遊女の出産、遊女が子
供を産める身分かどうかが問題となる。 
また、近世においては稀有な、幕末の「遊
客名簿」を発見し、これを紹介・分析する
論考を発表した。本史料は幕末であったの
で、①異国人の利用は 1割程度であったこ
と、②長崎の商人・町人の利用は、他所か
らの商人らの利用の半分に満たず、③周辺
農村の農民の利用が一例しか無かったこ
となどを明らかにした。 

 
(5)他方、近代の「遊客名簿」については、
信濃善光寺門前（権堂＝鶴賀遊郭）をはじ
め、京都（島原・七条新地・宮川町・祇園）、
大阪（新町・五花街）、伊勢山田（古市）、
博多（柳町）、豊後日田などの史料を収集
した。これらの「遊客名簿」はこれまでの
研究において全く顧みられなかったもの
であり、収集もされなかった資料群である。 
その結果、1910-20 年代にかけて、都市
化が急速にすすむとともに、大都市におけ
る遊郭が大衆化し、都市男性のかなりの部
分が日常的に遊郭を利用するという実態
を明らかにすることができた。 
 

(6)なお、比較史的な視座を確保するために、
海外研究機関との連携も予定していたが、
経費の関係から今回は情報収集にとどめ
ることになった。 
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